
● 最新版Windows登場
ついにWindows 7が発売されました（写真1）．本誌読者の中

にも，「Windows Vistaには手が出なかったけれど，7はインス

トールしてみようか…」という人が多いと思います．

新しいOSが出るとよく問題になるのはデバイス・ドライバ

です．最新版Windowsが登場したところで，今月号はそのデ

バイス・ドライバについて特集します．

● デバイス・ドライバの必要性
さて，“デバイス・ドライバ”とは何者で，なぜ必要なので

しょうか？

デバイスを操作するために，デバイス・ドライバを作らず，

アプリケーションからデバイスのメモリに対して直接アクセス

したらどうなるでしょうか．たとえば，制御したいPCIボード

がどのアドレスに割り当てられているかは，デバイスマネー

ジャを開いて該当デバイスのプロパティを開き，リソース・タ

ブを開けば表示されます（図1）．そしてC言語プログラムでポ

インタ変数を宣言し，値としてそのアドレスを代入してから，

ポインタが示す先のアドレスの値を読み出すと…Windowsに

怒られてしまいました（図2）．

WindowsはマルチタスクOSであり，あるプログラムがバグ

などで不具合を起こしても，ほかのプログラムに悪影響を及ぼ

さないようにメモリが保護されています．そのため，ポインタ

を使って任意のアドレスにアクセスすると，それは不正なプロ

グラムや命令が実行されたと見なされ，OSが管理するしくみ

によって拒否されます．一般的にはパソコンで動作するLinux

などでも，同様のしくみを備えます．

とはいえ，アプリケーションからPCIボードを制御するには，

メモリ保護モードを抜けてそのアドレスにアクセスする必要が

あります．デバイス・ドライバは，OSの仲介を受けて，その

ために必要なハードウェアとアプリケーションをつなぐプログ

ラムといえます．したがってデバイス・ドライバにはOSと同

等の信頼性が要求されるのです．

● 32ビット版Windowsと64ビット版Windows
Windows XP以降，Windowsには従来の32ビット版のほか

に64ビット版が登場しました．同じWindowsでも，64ビット

版はメモリ配置や内部の構成が32ビット版とは異なります．

その昔，MS-DOSで動作する16ビット・アプリケーション

が32ビットのWindows上でも動作したように，32ビット・ア

プリケーションを64ビット版Windows上で動作させられます．

これはWOW64（Windows On Windows 64bit）と呼ばれる，64

ビット版Windows上で 32ビット版のWindows環境を実現す

るエミュレータが用意されているためです（図3）．OSの内部構

造に強く依存する一部の32ビット・アプリケーションは，これ

を使ってもうまく動きません．しかし，従来のほとんどの 32

ビット・アプリケーションは，64ビット版OSに切り替えても

そのまま使えます．

● 64ビット版Windowsの普及
64ビット版Windowsを動かすには，まずはCPUが 64ビッ

トに対応していなければなりません．現在発売されているパソ

コンやCPUのほとんどが，すでに64ビットに対応しています．

また昨今のパソコンは，4Gバイトを超えるメイン・メモリも搭

載できるようになっています．論理的には，32 ビット版

Windowsは文字通り32ビットでアクセスできる4Gバイトまで

のアドレスしか扱えません（デバイス割り当て領域を除くと実
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写真1 Windows 7のパッケージ 図1 デバイスマネージャを開いて割り当てられたアドレスを確認
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